
●来年度から中学生の給食費無償化

　順次、小学校給食費の無償化を進め『数年後には小中学校

完全無償化を実現させたい』との市長答弁がありました

●デマンドタクシー事業の推進（タクシー活用事業）

●産業団地造成の促進

●学校体育館等における空調設備の計画的な整備

●市民体育館への空調設備導入

●災害時における情報発信手段の拡充

　（ラジオ配付、割り込み放送）

●運動施設の利用申請オンライン化

●発達が気になる子を預かる民間保育事業者への補助

●田島弥平旧宅世界遺産登録10周年記念事業の推進

●行政手続DX推進事業

●20周年事業の推進（花火大会、くわまるの宝探し）

●犯罪抑止の推進（防犯カメラ増設）

●全公立幼稚園への学校給食の提供

●公立保育所のICT化推進（保育業務の支援ソフト導入）

●夜間中学校・みらい共創中学校との連携促進（人事交流、指導連携）

●市庭球場コートの改修

●若者の創業支援の拡充（創業促進サポート補助金）

●いせさきGXの推進

　（市民、事業者等による検討組織の設置。

　中小企業GX推進事業費補助金）

●空き家の活用、除却への取組（移住問い合わせ増加）

●持続可能な公園管理の適正化（貸出除草機の増加）

●駅周辺の賑わい創出（地域おこし協力隊員増員）

伊勢崎市議会の責任会派として提案し
市政へ反映された政策

伊勢崎市議会の責任会派として提案し
市政へ反映された政策

※左記の事業は一例です。
すでに終了している事業もあります。
詳細は市ホームページにて
ご確認ください。

伊勢崎市の２０周年記念事業ページ▶

伊勢崎市誕生20周年記念事業
伊勢崎市誕生20周年を記念する事業で、令和6年度に新たに実施する事業又は
例年実施している事業で令和6年度に拡充して実施する事業です。

田島弥平旧宅世界遺産登録
10周年記念事業
「くわまるの宝探し」

令和6年
7月～11月

開催期間
3市連携利根川花火大会
※荒天の場合は令和6年9月1日日

令和6年
8月31日土

開催日

公開番組
「NHKのど自慢」の開催
〈公開生放送〉

令和6年
11月17日日

開催日
ISESAKI MEISEN
Design Award 2024

令和6年
12月

開催日

市誕生20周年動画の制作 令和7年
1月

開催日
宝くじスポーツフェア
「ドリーム・サッカー」

令和7年
3月

開催日
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市政報告会
10月19日土
メガネのイタガキ
文化ホール伊勢崎
（伊勢崎市文化会館）

小ホール

９
月
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例
会
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程
予
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表

８
月 27日（火）議会運営委員会

９
月

13日（金）本会議（一般議案の提案理由説明・質疑・委員会付託）

９
月

  2日（月）本会議 （先議議案・決算議案の提案理由説明） 17日（火）総務委員会

5日（木）本会議 （決算議案の質疑、決算特別委員会設置・付託） 18日（水）文教福祉委員会

6日（金）一般質問 19日（木）経済市民委員会

9日（月）一般質問（続） 20日（金）建設水道委員会

10日（火）決算特別委員会 25日（水）議会運営委員会

11日（水）決算特別委員会 30日（月）本会議（最終議事）

●山形県山形市（7/17）
　中核市移行について
●岩手県北上市（7/18）
　公共施設の複合化　北上市保健・子育て支援複合施設hokkoについて
●宮城県多賀城市（7/19）
　●防災DXについて
　●震災経験・記録の伝承事業について

　山形市では、保健所移管による感染症対応の迅速化と医学的知見に基づく
助言機会創出、健康事業の充実を学びました。
　北上市では、子育て支援部門と健康管理・保健センター部門が一元化すること
による情報共有の強化、また、新保健センター開設を控える本市で重要な老若男
女が集うための施設機能充実について学びました。
　多賀城市では、防災DXとして、備蓄品管理システムのテスト操作を行いました。
どこにどんな備蓄品がどの程度あるか、期限と提供についても容易に一元管理出
来ることは本市でも導入を検討すべきと感じました。

総
務
部
会

●広島県尾道市（7/10）
　子育て支援政策について
●広島県三原市（7/11）
　児童館「ラフラフ」管理運営事業について
●神奈川県大和市（7/12）
　学びの多様化学校について

　それぞれの自治体の先進的な取り組みを学ぶ中で、どの自治体も「まずやって
みて、ダメなところは改善しよう」という前向きな姿勢と「近隣の自治体には負けたく
ない」という担当者の確固たる思いが形になって表れているところが素晴らしいと
感じられました。その中で、特に感銘をうけたのは三原市における、事業の成功の
カギは「最後は人なんです」とのお話です。多くの方が携わることには信頼関係や
風通しの良さが大事だと心を打たれました。
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●富山県富山市（7/10）
　まちなか総合ケアセンターについて
●富山県氷見市（7/11）
　まちなか回遊促進モビリティによる観光振興について
●富山県黒部市（7/12）
　下水道バイオマスエネルギー利活用事業について

　富山市「まちなか総合ケアセンター」は子育て・高齢者支援等 「々健康まちづくり」
についての強い取り組みが見られました。また氷見市では観光振興策として「回遊
促進モビリティ」の採用は興味深く、「道の駅・ひみ番屋街」においても商業・観光
振興に多大な影響があるとのことでした。黒部市の「下水道バイオマスエネルギー
利活用」については地域の循環型社会形成の優れた実例で感心させられました。
これらの視察により多くの知見を得て、伊勢崎市の発展に活かしていきたいと
考えています。
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済
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●香川県広域水道企業団（7/17）
　水道事業の広域化について
●香川県高松市（7/18）
　線引きの廃止について
●兵庫県尼崎市（7/19）
　居心地よく歩きたくなる駅前空間の創出について

　いずれの視察先でも、先進自治体における行政事例の調査・研究・情報交換・
その他必要な調査を行いました。
　実際に現地へ赴き、取組内容について各担当者から直接説明を聞き、質疑し、視察
を通して、本市のまちづくりに役立てる為に、議会活動の一層の充実を図って来ま
した。市民生活向上の為、持ち帰った各政策課題について、その解決方法や成果・
結果を出す為にはどうすれば良いのかを今後しっかりと議論してまいります。
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～常任委員会視察～部 会 の 取 り 組 み
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